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5．人事

（1）職員の配置 (平成18年3月31日現在）
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8．施設及び備品

（1）新たに設置した施設

(2)新たに購入した備品（10万円以上）

①研究用備品
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②管理用備品
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Ⅲ事業の推進方向と成果の概要

1．研究部

（1）花きに関する試験

花き科は、花きの新品種育成、品種の特性調査

及び栽培法改善試験を実施するとともに技術普及

部の技術体系化チームへの対応並びに技術研修を

分担する。

「道産ブランド花き品種の育成」試験から、小

輪系花ゆり「Li-26」、「Li-27」、「Li

－30」が北海道優良品種（普及推進事項）とな

った。

「秋切りデルフィニウム（シネンシス系）の品

質向上対策」を「シネンシス系デルフィニウムの

秋切り栽培における電照技術｣として取りまとめ、

指導参考事項とされた｡「りんどうの栽培法改善に

よる産地支援」を「道央地域におけるりんどうの

栽培指針｣として取りまとめ普及推進項とされた。

「バラの夏秋期高品質生産技術の確立」を「ば

らの夏秋期における高品質栽培技術」として取り

まとめ、普及推進事項とされた。「りんどうの栽培

法改善による産地支援」を「道央地域におけるり

んどうの栽培指針」として取りまとめ普及推進事

項とされた。

「道産ブランド花き品種の育成」では花ゆりで

は小輪系、デルフイニュームでは栄養系の系統を

中心に育成、系統の評価を行った。「道央水田地帯

における秋出荷用花壇苗の生産技術｣､農政部事業

課題「北海道オリジナル花き普及定着促進事業｣、

「水田畦畔へのグランドカバープランツの導入指

針の作成｣、農林水産研究高度化事業での「新規品

質保持剤利用による切り花バケット流通システム

の開発」を推進した。本年度より「トルコギキョ

ウの秋切り作型における品質向上対策」および重

点領域特別研究課題「森林バイオマスを用いたア

ンモニア吸着剤製造技術及び再利用に関する研

究｣、空知支庁独自事業課題｢貯雪冷熱エネルギー

を用いた花き栽培技術の実証」に着手した。

（2）野菜に関する試験

野菜科は、メロンの新品種育成、品種の特性調

査及び栽培法改善試験を実施するとともに技術普

及部の技術体系化チームへの対応並びに技術研修
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を分担する。

「北海道オリジナルブランド緑肉メロン新品種

の育成」試験から、実取り用緑肉メロン「空知交

14号」が北海道優良品種（普及推進事項）となっ

た。

園芸環境科と共同で実施していた「グリーンア

スパラガスの新品種、新作型に対応した多収維持

管理法」の成果として「グリーンアスパラガス露

地栽培の品種特性および多収維持管理法」を取り

まとめ普及推進事項とされた。国費受託の「寒地

における短節間カボチャの栽培方式の開発」を取

りまとめた「短節間かぼちゃの栽培法」は指導参

考事項とされた。

民間との共同研究である「クリーン、省力栽培

に適した赤肉メロン品種の育成」で引き続き高品

質メロン赤肉品種の育成を進めた。地域適応性検

定試験や技術体系化チーム課題の「たまねぎのコ

スト削減生産技術の組立と実証｣を継続実施した。

本年度より「メロン士壌病害抵抗性台木新品種の

育成｣、「北海道オリジナルブランド緑肉メロン新

品種の育成｣、「トマトセル成型苗直接定植による

省力栽培技術の確立」に着手した。また、民間か

らの受託試験「ほうれんそう・スイートコーンの

品種特性｣、「ホクレン選定スイートコーン新品種

の特性調査」を開始した。

（3）園芸環境に関する試験

園芸環境科は、花き・野菜の土壌・肥培管理法

や土壌栄養診断法の開発及び品質・流通技術改善

試験を実施するとともに技術普及部の技術体系化

チームへの対応並びに技術研修を分担する。

クリーン事業課題の「道産野菜における硝酸塩

の実態と低減指針の策定」を「道産野菜の硝酸塩

含量に及ぼす要因と実態」として取りまとめ指導

参考事項とされた｡野菜産地育成総合対策事業｢国

産・輸入野菜品質分析調査」を取りまとめ指導参

考事項とされた。

「ブロッコリーの機能性向上技術の開発｣、「か

ぼちゃの有機栽培における生産安定化」を継続し

た。本年度より「アミノ酸から見た道産野菜機能

性解明調査」や民間受託課題の「加工用（ポテト



チップス用）馬鈴しよの貯蔵実態調査とフイルム

資材による貯蔵性改善効果」を着手した。

（4）病害虫に関する試験

病虫科は、花き・野菜の病害虫診断・防除対策

試験を実施するとともに技術普及部の技術体系化

チームへの対応並びに技術研修を分担する。

野菜科と共同実施していた課題「トマト細菌病

の診断法開発Jを取りまとめた「トマトかいよう

病および青枯病の診断法と防除対策」は普及推進

事項とされた。園芸環境科と共同実施していたク

リーン農業課題「地域特産野菜のクリーン農業技

術開発」を「カリフラワーの肥培管理・病害虫防

除の指針」として取りまとめ指導参考事項とされ

た｡｢ラークスパー芯止まり症の多発要因の解明と

防除対策」を「ラークスパー芯止まり症の多発要

因と軽減対策」として取りまとめ指導参考事項と

された。

「グリーンアスパラガス立茎栽培における病害

虫管理技術の開発｣、「かぼちゃの有機栽培におけ

る生産安定化」は引き続き推進した。本年度より

クリーン農業技術開発事業課題「ハウス野菜の病

害虫に対する生物農薬の適応性検定｣に着手した。

2．技術普及部

（1）推進方向

本道農業における園芸（花・野菜）部門を取り

巻く環境は、①景気の低迷による需要の頭打ち、

②全国的生産拡大や輸入花き・青果物の増加によ

る競争の激化、③消費者の生活様式・価値観の多

様化や安全志向の高まり、④改正市場法施行に伴

う流通制度の変化等が存在する。生産場面では、

⑤農家戸数の減少や就業者の高齢化による生産構

造の脆弱化がある一方で、⑥水田経営体質強化策

としての花き・野菜等高収益作物を取り入れた経

営複合化の進展、⑦花き・野菜を志向する新規就

農者や農業後継者の増加などの情勢がある。これ

らに的確に対応するため、専門技術員活動・体系

化チーム活動・研修活動の三つを柱として研究部

門・農業改良普及センター及び関係機関との連携

を図り、地域農業の振興・活性化に向けて活動し

た。
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（2）成果の概要

1）専門技術員活動

①花き

「技術体系化チームによる地域重点課題の解

決｣、「夏秋期安定生産技術の普及｣、「新規花きの

開発導入支援｣、「花きの広域生産集出荷体制の育

成・支援」を重点に活動した。補完活動は､網走、

十勝地域の要請に対応した。

②野菜

「水田地帯における園芸作物の導入｣、「高品質

安定生産及びクリーン農産物出荷体制の推進｣、

「マイナー作物等適用農薬の登録推進」を重点に

活動した。また、上川・留萌地域のかぼちゃやみ

ずな等について現地調査を担い、調査結果の概要

を取りまとめ情報提供した。

③果樹

中央農試技術普及部果樹担当専門技術員と連携

し「台風被害及び雪害の事後対策支援」「消費者に

指示される果樹産地づくりへの対応支援｣、「省力

・軽労働化技術の推進」を重点に関係普及センタ

ーの活動を支援した。補完活動は、上川．留萌地

域の要請に対応した。

④共通的専門技術員活動

平成'7年度から新たに樹立された「新普及活動

計画」の支援は、中央農試技術普及部と連携し普

及活動検討会（中間、期末）や次年度計画の支庁

協議への参加、各普及センターからの支援要請に

基づき対応した。また、支庁主催の課題別研修や

部門別研修の支援、改良普及員（園芸担当）の研

修対応、農政部や支庁が実施する各種事業等への

協力・支援、気象連絡協議会や営農対策会議への

技術対策提供、専門技術員調査研究等に取り組ん

だ。なお、専門技術員調査研究は、改良普及員資

料第36巻に掲載された。

2）技術体系化チーム活動

「りんどうの栽培法改善による産地支援｣、「た

まねぎコスト削減生産技術の組立と実証」はチー

ム員及び関係普及センター等と連携して試験を継

続した。また、「地域の食文化を支援する地方野菜

の特性調査｣、「貯雪冷熱エネルギーを用いた花き

栽培技術の実証」に平成17年度から取り組んだ。

3）研修活動

長期研修は､高度な専門的技術習得を目的とし

た「専門技術研修（5名)｣。花き、野菜栽培技術の



ク

基礎から実践の総合技術習得を目的とした「総合

技術研修(11名)」を実施した。このほか、新規就

農者支援のため、花きコース（4名)、野菜コース

（11名）の基礎技術研修（ベーシックセミナー）

を実施した。

短期研修は以下の通りである。

課題解決研修：＜フオローアップセミナー＞、

＜花き新品種見学週間＞、＜北海道バラ栽培セミ

ナー2005＞、＜新技術フィールドセミナー＞、＜

花き産地支援セミナー2006＞、＜花・野菜新技術

セミナー2006＞、＜かぽちやセミナー2006>、＜

花づくりセミナー2006＞（計486名）

市民セミナー：＜ペレニアル（宿根草）コレク

ション見学会＞、＜フラワーデザインセミナー＞、

＜花壇苗見学会＞（計177名）

その他の研修く試験研究体験ゼミナール＞（計

4名)」

この他､JICA海外研修生は､農政部依頼として、

集団「農民参加による農業・農村開発Ⅱ」がアフ

ガニスタンなど11ケ国12名、滝川市国際交流協会

依頼でマラウイ国2名、ブータン国3名の研修を対

応した。

4）その他

「産地振興技術検討会」の開催

「産地振興技術検討会」は、研究員が自ら生産現

場に出向いて生産者等の生の声を聞き、それを試

験研究に生かすことを目的に開催してきた。今年

度は、南空知地域（空知南東部地区及び空知南西

部地区農業改良普及センターエリア)は栗山町で、

空知中央地区農業改良普及センターエリアは岩見

沢市で開催した。

－15－



Ⅳ花き試験成績の概要

1．品種改良

(1)道産ブランド花き品種の育成(113210)

1）花ゆりの新品種育成

①花ゆりの新品種育成試験

試験期間：平成13～17年

担当科：花き科

目的

北海道オリジナル品種として特産化するための

新奇的な花色・草姿・生育特性を有するゆり品種

を育成する。育成系統の生産力等を検討し、新品

種育成のための資料を得ることを目的とした。

方法

ア．生産力検定

作型：冷凍貯蔵球利用5月定植（無加温ハウス栽

培）

定植期：5月26日

株間・条間：各15cin(床幅90cni)4444球/a

施肥量:N-P20s-K20=l.5-2.0-1.5(kg/a)

試験規模：1球周1区5～15球（2反復）

<ｱｱﾃｲｯｸ系>rLi-29j

<LA系>rLi-20｣、「Li-21」

<ｱｱﾃｲﾂｸ系<M>rLi-26｣、「Li-27｣、「Li-30｣、

「Li-31」、「Li-32」、「Li-33」、「Li-34」、「Li-3

5」

ウ．生産力予備検定

耕種概要：生産力検定に同じ

試験規模：1球周5～30球（1反復）

<ｱｱﾃｲﾂｸ系>rAH07-5｣、「97522-la｣、「97525-6

c」、「97525-7a」、「98507-10c」

<ｱｱﾃｲｯｸ系備>r98Ab5-2｣、「98Abl6-2｣、「98Ab

l6-5」、「99Ab4-2」、「00bbl8-4」、「00bbl8-6」

結果

生産力検定のアジアテイック系統では「Li-2

9」の評価が高かった。草丈がやや短いものの、

半八重で藷がなく、淡い桃色の小輪品種として

利用価値は十分との意見も得られた。LA系統で

は花色や草姿などの点では評価が良かったが、

新奇性・普及性で評価の高い系統はなかった。

小輪系統では黄金色の「Li-26」とレモン色の

「Li-27」の花色評価が高く、小球根での花奮数

も十分と思われた。供試1年目の「Li-30」は花
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色が淡い黄橿色から赤桃色へ変化する傾向があ

り、求評会では関心が高かった。草丈や花奮数

などの生育特性は非常に優れていた。これらの

3系統は普及の可能性が高かったことから新品

種として成績をとりまとめた。「Li-31」「Li-3

5」は桜色、淡燈色で多芽性の極小輪系統である。

「きたきらり」同様収量性が高い傾向が認めら

れた。「Li-31」は1花の開花日数がやや短い傾

向であった。花色の評価は「Li-35」の方が良か

った。

生産力予備検定の系統では、アジアティック

系の「AH07-5」で桃色の花色と半八重で蒲がな

いことは評価されたが、斑点が目立つことへの

意見があった。「98507-10c」は白色で草丈が長
、

く有望と思われたが、その他の系統は草丈が短

く、花向きなど草姿の改良が必要と思われた。

小輪系統では「98Abl6-5」の花色が既存品種で

は珍しい赤紫色である点が非常に高く評価され

た。「98Abl6-2」は桃色系の系統であるが、色

が暗く斑点がやや目立った。「98Ab5-2」は白色

系の系統であるが、やや橿色であることと斑点

が目立つことで評価が分かれると思われた。「9

9Ab4-2」は赤色の良花色系統であるが、やや花

径が大きかった。「00bbl8-6」は黄色の無斑点

良花色系統であるが、供試球数が少なく、十分

な評価はできなかった。

②花ゆりの品種特性調査

試験期間：平成13～17年

担当科：花き科

目 的

本道の重要な切花品目であるゆりについて、

冷凍貯蔵球根利用による新品種の特性を調査し、

品種選定の資料を得ることを目的とする。

方法

ア．2005年抑制栽培

作型：冷凍球利用抑制6．7月植え夏・秋切り

（無加温ハウス栽培）

規模：1区24株（ｱｱﾃｲｯｸ系1品種・LA系6品種）

1区15株（ｵﾘｴﾝﾀﾙ系10品種・OT系3品種・

LO系1品種）各2区制

栽植方法：床幅90cm通路幅60cm

で



条間・株間各15cm(ｱｱﾃｲﾂｸ，LA系）

条間・株間各18cm(ｵﾘｴﾝﾀﾙ‘OT･LO系）

定植日：ｱｱﾃｨｯｸ，LA系6月3日

ｵﾘｴﾝﾀﾙ･OT･LO系*7月5日

（＊プレﾙー ﾃｨﾝ：2日間解凍後、13℃20日間）

施肥量:N-P20s-K20=1.5-2.0-1.5kg/a

イ．前年作の切下球据置き栽培（ｵﾘｴﾝﾀﾙ‘OT‘LO

系のみ実施）

作型：切下球利用据置き栽培（無加温ﾊｳｽ栽培）

規模・栽植方法・施肥量（定植時）：

31品種、2005年抑制栽培と同じ

定植日:2004年7月6日

処理：解凍後のプレルーティング（13℃、19日

間）の有無

結果

ア．2005年抑制栽培

6月は平年より気温の高い日が多かったが、

オリエンタル系品種等を定植した7月は平年並

みかやや低めであった。8月からは気温が高い

日が多く、9月は日較差が大きい傾向が続いた。

アジアテイック系等は開花期が前年度とほぼ同

程度、オリエンタル系等は後半の好天により前

年度より早まる傾向が認められた。病虫害の発

生は特に認められなかった。

アジアティック系品種「ムーンジュエル」は

ブラスチングの発生が認められたものの、大輪

で草姿のボリュームに優れていた。LA系品種

ではやや退色が早いが花色の良い大輪の「フレ

ア」、花雷数が多くボリュームのある「リトー

ウェン」、花色の退色が少なく花藩数の多い

「スワンシー」などが有望と思われた。オリエ

ンタル系品種では白色でやや上向きの「アルテ

ィザン｣、大輪で花弁中肋部が黄色い「シェル

ブルグ｣、濃い桃色で花苗数が多く花粉が非常

に少ない「トロフェオ」などが優れていた。ま

た、「アーク」「アラナル」は非常に濃い赤桃色

の品種で個性的な品種であった。なお、「ジア

ゴンダ」は花が下向きで桃色の発色も悪く、

「ノテインガム」は葉やけやプラスチングなど

障害発生が著しく、十分な評価はできなかった。

OT系品種では花篭数が多い「シュガーアンド

クリーム」が比較的有望と思われたが、茎がや

や短く軟弱で、花弁数の異常や花弁の葉化など

奇形花の発生する傾向が認められた。LO系の

「エレガントレディ」は淡い桃色のテッポウユ

リタイプの品種であったが、到花日数や草丈が
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短く、顎割れなどの花形の乱れがやや認められ

た。

イ．前年作の切下球据置き栽培

昨年の評価が高かった品種のうち、「アクシ

ョン」「ウィルケアルベティ」「ベルグランド」

「マレロ」はやや分球も認められるものもある

が花蕃数は多かった。「トルマオ」はやや花奮

数が少なく、「レジェンド」は2輪以下の花茎

がほとんどであった。OT系、LO系は花篭数

の少ない品種が多かった。

2）デルフィニウムの新品種育成

①デルフィニウムの新品種育成

試験期間：平成13年～17年

担当科：花き科

目的

花色、花形に新規性を持つデルフイニウムの栄

養系品種の育成

方法

ア．種間の交配および雑種系統作出

シネンシス系を中心に交配し、交配当年およ

び過年度交配からの旺珠培養による雑種系統の

作出。雑種系統の花色、花型および草姿を評価

した。

イ．生産力予備試験

無加温ハウス栽培、条間25cin2条植え、株間25

cm、4月下旬定植、1区2～6株

供試系統：「01-6-8｣、「01-6-9｣、「03-328-

1」、「03－335－1」、「03-335-3」、「03-335-4」、「0

3－335－6」、「03－360－2」、「03－410－2」、「04－13－

2」、「04-70-4」、「04－81－6」、「04－102－1」、「04－

114-2」

標準品種：「ボルクレード」、「フオルカフレー

デン」

ウ．大量増殖性の検討

供試系統：「01-6-8｣、「01-6-9｣、「02-11｣、「03-

328-1」、「03-335-1」、「03-335-3」、「03-335-4｣、

「03-335-6｣、「03-360-2｣、「03-410-2」

検討培地:FMS培地｣、「1/2MS培地｣、「1/2MS+

ハイポネックス培地」

結果

ア．種間の交配および雑種系統作出

新たに獲得した雑種系統を開花させ、花色、花

型および草姿の評価を行った結果、距がない(04



－207－1：ブルーミラー×ベラドンナインプ)、が

く片が八重（04-73-1：ドワーフスノーホワイト

×ベラドンナインプ）の特性を有する系統が確認

された。しかしながら、これらの系統は、小花の

大きさ、草姿等が不良であった。その他の系統に

ついては、新奇性のある特性はみられなかった。

イ．生産力予備試験

16年度までに開花した雑種系統から花型、花

色等から選抜し、それらの系統の挿し芽苗を使

用して生産力予備試験を行った結果、採花本数

は、「フォルカフレーデン」と比較して、いず

れの系統も少なく、「01-6-8」のみが「ボルク

レード」より多くなった。切り花長は、「01-6-

9｣、「03-335-4｣、「04-13-2」で80cmを超えた。

「03-335-6」、「03-360-2」、「03－410－2」は、

「フォルカフレーデン」よりやや大きい小花で

あった。

ウ．大量増殖性

生産力予備試験に供試した系統の大量増殖性

を調査した結果、「01-6-8｣、「01-6-9｣、「02-1

1」の増殖性（植継後培養びん数（コンタミを除

く）／植継前培養びん数）は1.0を超えているが、

最も良好であった「01-6-8｣、1/2MS培地でも1.

6程度であった。その他の系統は、いずれも1.0

以下であり、大量増殖性は不良であった。

②デルフィニウムの品種特性

試験期間：平成13年～17年

担当科：花き科

目的

北海道の重要な切り花であるデルフイニウムに

ついて、民間育成の新しい品種・系統の特性を明

らかにし、新品種育成のための資料とする。

方法

ア．供試品種

各種苗会社より販売されている20品種・系統

イ．試験規模

1区12株(ベラドンナ系のみ1区8株)、2反復

ウ．栽植様式（条間×株間）

ジヤイアント系:20cm×20cm・

ベラドンナ系:25cm×25cm

シネンシス系:15cm×15cm

エ．施肥量:N-P2O5-K2O-2.0-2.0-2.OKg/a

オ．耕種概要：4月下旬定植、10月下旬調査打切
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力．作型：無加温ハウス栽培

結果

ア．ジャイアント系

いずれの品種も活着およびその後の生育も良

好であった。トリトンシリーズは、生育も早く

揃いも良かった。「オーロラディープパープ

ル｣、「オーロラライトブルー」では、1番花採

花後に枯死する株がみられた。採花本数が最も

多かった品種は、「ブラックベルベット」で49.

5本/10株であった。

イ．ベラドンナ系

「フオルカフレーデン」の苗がやや老化して

おり、活着がやや遅れ初期生育もやや不良であ

った。切り花長の短い切り花が多かった。「N

A」は、1番花の採花は早かったが、2番花の採

花がやや遅れた。「OB」は、2番花の採花は早

く、採花本数も多かった。

ウ．シネンシス系

いずれの品種も活着およびその後の生育も良

好であった。「スーパーブルー」は、鮮やかな

青色で赤味が少なかった。「スーパーブルー｣、

「クリスタルトールホワイト」、「スカイミスト

ラル」の切り花長は長く70cm以上であった。採

花本数は、「スーパーラベンダー」で最も多く

なった。

2．栽培法改善

(1)トルコギキョウの秋切り作型における品質

向上対策（113270）

研究期間：平成17～19年度

担当科：花き科

目的

トルコギキョウのプラスチングや色流れの発

生要因を解明し、秋切り作型における品質向上

対策を確立する。

方法

ア．遮光処理および温度処理による生理障害要

因解析試験（ポット試験）

(ア）白八重系品種において遮光処理がブラスチ

ングの発生に及ぼす影響

「アクロポリスホワイト」、「ピッコローサス

ノー」を用い、生育ステージ別に遮光処理の影

響を検討した。定植期は7月14日、試験規模は1

区15ポットとした。

(イ）複色一重系品種において温度処理が色流れ



の発生に及ぼす影響

「北斗星」他3品種を用い、高昼温区と標準区

で色流れの発生を調査した。

イ．品質向上技術確立試験

（ア)ナトリウムランプによる補光が品質に及ぼ

す影響

補光ハウスは8月9日から最低照度が30001ux、

16時間日長になるようにナトリウムランプを点

灯した。

(イ)栽植密度が品質に及ぼす影響

疎植区はa当たり2778株、標準区は3333株とした

供試品種は「アクロポリスホワイト」他6品種

とし、6月29日および7月1日に定植した。試験規

模は1区20または30株、3反復とした。

結果

ア．遮光処理および温度処理による生理障害要

因解析試験（ポット試験）

(ア）白八重系品種において遮光処理がブラスチ

ングの発生に及ぼす影響

花芽分化期の遮光処理によりブラスチングが

多発し、採花率が著しく低下した。

(イ）複色一重系品種において温度処理が色流れ

の発生に及ぼす影響

色流れはほとんど発生せず、処理間に差は認

められなかった。

イ．品質向上技術確立試験

(ア)ナトリウムランプによる補光が品質に及ぼ

す影響

補光区は無処理区に比べ、調製重、分枝数、

花蓄数が多い傾向であった。ブラスチングは10

月以降に両処理区で発生した。

(イ)栽植密度が品質に及ぼす影響

疎植区は標準区に比べ切り花長は短くなった

が、調製重、分枝数、花茜数は多くボリューム

のある切り花が得られた。

(2)森林バイオマスを用いたアンモニア吸着材製

造技術及び再利用に関する研究(300480)

1)アルストロメリアの初期生育に与える影響

研究期間：平成17～19年度

担当科：花き科、園芸環境科

目的

アンモニアを吸着した資材の士壌改良材とし
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ての効果を検証し、リサイクルシステムを確立

する。

方法

ア．作型：6月定植ハウス周年切り

イ．処理区：堆肥施用区（慣行)、未吸着材施

用区、吸着材（小粒）施用区、吸着材（大粒）

施用区

ウ．供試品種：「オルガ｣、「セナ」

エ．試験規模：1区10株、2反復

オ．耕種概要：6月23日定植。定植後は摘雷を続

け8月30日から採花を開始した。夏期は50％遮光

し、冬期は最低気温12℃で管理した。

結果

定植年の収量は吸着材施用区で若干少ない傾

向にあったが、施用の影響か否かは判断できな

かった。切り花品質は処理間に差は認められな

かった。

(3)秋切りデルフィニウム（シネンシス系)の品

質 向上対策（113220）

試験期間：平成16年～17年

担当科：花き科

目 的

夏秋期のシネンシス系デルフィニウムの栽培

において、切花品質を向上させる栽培方法を検

討する。

方法

供試品種：マリンブルー

ア．長日条件の検討：明期/暗期:12h/12h，1

6h/8h，24h/0，12h+4h/8h(暗期中断）

イ．照度条件の検討：試験区を光源直下からの

水平距離0，1，2，3，5，8，10，14，18mを

設定（電照はハウス中心部のみに設置し、点

灯時間は17～24時）

ウ．電照時間帯の検討：夕方延長区：17時から2

4時、朝方延長区：0時から5時、各処理区に無処

理区設定（電照は約6m'に60W電照用白熱灯1個、

高さ約1.7m、8月13日から処理開始）

エ．大苗育苗および定植後の短日処理の検討：2

88穴(40日育苗）、200穴(52日育苗）、128穴

（63育苗）セルトレーで育苗・定植後短日処

理（17～9時遮光）は、購入苗定植後10日間、自

家育苗苗定植後14日間



結果

抽台期からの長日条件には主茎長および分枝

長を伸ばす効果があり、その結果として切り花

長が長くなった。暗期中断には効果が無かった。

明期18時間までは、明期の増加とともに切り花

長は順調に増加するが、18時間以上では増加は

緩やかとなり、20時間以上ではほぼ一定と考え

られる。

電照直下から3mまでは十分な長日処理効果が

みられ、3m区における照度は、光源向きで46.31

xであった。また、lOOlx以上では効果はほぼ一

定と考えられる。

電照点灯時期を夕方から行う夕方延長と深夜

から行う朝方延長において比較した結果、いず

れの処理区にも無電照区対比で16～17％切り花

長が長くなる効果が確認でき、電照点灯時間帯

の違いによる影響はみられなかった。

大苗育苗および定植後の短日処理は、分枝数

を増加させ主茎長を長くし、切り花長が長くな

った。

(4)バラの夏秋期高品質栽培技術の確立

（113240）

試験期間：平成15年～17年

担当科：花き科、園芸環境科

･目的

夏秋期のバラ切り花生産において多収かつ高

品質を実現できる技術を確立するため、ハイラ

ック仕立て法と養液士耕栽培の収量・品質に対

する効果を検討する。

方法

ア．耕種概要

2003年4月23日定植、2003年8月～11月お

よび2004年4月～11月採花、休眠期を除き最

低夜温15℃に加温、冬期半休眠作型（加温)、

ベッド幅80cm、条間40cm、株間25cm、2条植え

（5,000株/10a)

イ．ハイラック仕立て法が収量・品質におよぼ

す影響

「ローテローゼ」を含む道内主要4品種を用い、

ハイラック仕立ておよび慣行の切り上げ仕立て

による切り花の収量・品質を調査した。

ウ．養液士耕栽培が収量・品質におよぼす影響
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「ローテローゼ」を含む道内主要4品種を用い、

養液士耕栽培および慣行の施肥・潅水による切

り花の収量・品質を調査した。

エ．養分吸収量の把握

切り花および土壌の養分分析を行い、仕立て

法および養液土耕栽培により養分吸収量に差が

見られるかを調査した。

結果

ア.ハイラック仕立てでは、高温期を含め年中通

して切り上げ仕立てよりも茎が長く、切り花重／

切り花長の値が大きい切り花が得られた。採花

本数は品種によって切り上げ仕立てより多くな

る場合と少なくなる場合があったが、いずれも

規格別では長い切り花の割合が大きかった。

イ.養液士耕栽培では、品質は士耕栽培とほぼ同

等であり、採花本数は士耕栽培より多かった。

また、土耕栽培よりもかん水にかかる労力が軽

減された。

ウ.採花本数と規格別の市場単価を参考に経営試

算をした結果、長い切り花の多いハイラック仕

立ての方が切り上げ仕立てよりも所得が大きく

なった。また養液土耕栽培では士耕よりも採花

本数が増え、装置の導入コストを加味しても所

得は士耕より大きくなった。

エ.養液土耕栽培では土耕よりも養分吸収量が多

く、施肥効率が良いと考えられた。

(5)道央水田地帯における秋出荷花壇苗の生産技

術（113250）

研究期間：平成16～17年度

担当科：花き科

目 的

道央水田地帯への導入に適する品目、品種お

よび播種期を検討し、生産体系を確立する。

方法

ア．一年草の品目選定と播種期の検討

品目数：パンジー等26品目

播種期：6月3日、6月17日、7月4日

調査項目：生育、開花期、定植後生育、観賞

期間、冬期室内生育、越冬性

イ．宿根草有望品目の探索と実用化

品目数：アナキクルス等10品目

播種期：6月6日

、



調査項目：生育、開花期、定植後生育、観賞

期間、冬期室内生育、越冬性

ウ．水稲用機器との適合性の検討

供試品目：アと同じ26品目

育苗方法：水稲用みのる成形ポット

エ．試験販売およびアンケート調査

8月下旬から5回の試験販売を行った。また、

花壇見学会の際にアンケート調査を行った。

結果

ア．一年草の品目選定と播種期の検討

前年度定植した品目で冬期室内観賞性が高か

ったのはダステイミラー、ビオラであり、露地

越冬性が高かったのはビオラ、なでしこ、パン

ジーであった。

出荷までの日数がマリーゴールドが最も短く、

とうがらしが最も長かった。花壇定植後の観賞

期間が長かったのは帝王貝細工、チェイランサ

ス、はぼたん、ダスティミラーであった。

イ．宿根草有望品目の探索と実用化

当年開花性が高かったのはダイアンサス「ス

ポーキー」、ケナリヒナム、バーベナ･リギダ

であった。

ウ．水稲用機器との適合性の検討

すべての品目において水稲用ポットでの育苗

に問題はなく、慣行と同程度の生育開花を示し

た。

エ．試験販売およびアンケート調査

売れ行きは概ね好調であり、なでしこ、ルド

ベキア等の人気が高かった。アンケートでは秋

花壇苗の購入条件に「冬越しできるなら」、「き

れいなら」をあげた人が多かった。

(6)新規品質保持剤による切り花バケット流通シ

ステムの確 立 （ 6 1 1 8 1 0 ）

試験期間：平成16～18年

担当科：花き科

目的

バラ、トルコギキョウ、デルフィニウムにお

いて、切り前、前処理条件、輸送温度、バケッ

ト溶液等の検討を行い、遠隔寒冷地に適したバ

ケット輸送にかかわる諸条件を明らかにする。

方法

ァ．バラ
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（ア）供試材料：’ローテローゼ，（生産者栽培6

Ocm規格）

（イ）試験処理：切り前（通常、硬め）、前処

理溶液（クリザールバラ、＋グルコース）、輸

送温度（5，10，15℃)、バケット溶液（クリザ

ールバラ、＋グルコース、＋スクロース）、糖

処理段階（前処理、輸送中、小売店保管中）

（ウ）試験規模：1区5～8本

イ．トルコギキョウ

（ア）供試材料：’セレモニーライトピンク，、，

サマーキッス，、，北斗星，（生産者栽培および場

内栽培）

（イ）試験処理：輸送温度（13，18，23℃、後

半12時間はすべて23℃）、前処理溶液（スクロ

ース、硫酸アルミニウム）、バケット溶液（ス

クロース、硫酸アルミニウム）

（ウ）試験規模：1区5～6本

ウ．デルフィニウム

（ア）供試材料：，フォルカフレーデン''空のワ

ルツ，（生産者栽培および場内栽培）

（イ）試験処理：切り前（慣行、やや早、早)、

輸送温度（10，15，15－20℃）、バケット溶液

（水道水、クリザールバケット、グルコース、

スクロース）

（ウ）試験規模：1区5～10本

(3:)STS処理によるAg吸収量と品質保持期間の

検討

エ．品質保持期間調査条件等（全品目共通）

輸送後の切り戻し（あり、なし）、調査中の水

交換なし、気温23℃、湿度70％、10001ux、1

2時間日長

結果

ァ．バラ

切り前については硬めで採花しても品質保持

期間には影響しなかった。輸送温度は低温であ

るほど鮮度および日持ちが良く、10℃において

はバケット輸送であっても輸送中の咲き進みは

乾式輸送と同程度であった。変温輸送を行った

ところ、輸送および市場保管中に開花が進む傾

向があった。糖の処理法については、輸送中お

よび小売店段階での糖処理に品質保持期間延長

効果が認められ、両者を組み合わせると最も効

果が高かった。また、グルコースよりスクロー



スにおいて効果が高かった。

イ．トルコギキョウ

前処理およびバケット溶液に糖を加えること

で、品質保持期間は延長し10%で最も長くなっ

た。しかし10％では、障害がみられる場合があ

った。硫酸アルミニウムによってバケット溶液

中の生菌数は低下し、切り花重減少による水分

収支の悪化が抑制されたが、品質保持期間は無

処理区と同等であった。バケット溶液に8-HQSを

加えたことで、バケット溶液中の生菌数が低下

し、切り戻しの有無による品質保持期間の差は

みられなかった。

ウ．デルフィニウム

輸送温度10℃で、品質保持期間が向上した。

バケット溶液の検討では、溶液中の生菌数は低

下していたが品質保持期間に水道水と同程度で

あった。バケット溶液に糖を加え、輸送後の開

花における発色程度、品質保持期間を検討した

が、糖の種類、濃度に一定の傾向はみられなか

った。切り前と輸送方法を組み合わせた検討で

は、切り前を早くしバケット輸送することで、

乾式輸送と比較して品質保持期間が長くなる傾

向がみられた。STS溶液濃度と処理時間の関係は、

処理時間が長いほどAg吸収量は多くなり、同一

処理時間であればSTS溶液が濃いほどAg吸収量は

多くなった。Ag吸収量と品質保持期間の関係は、

花器部で2.0/zmol/100g以上の吸収量で品質保持

期間ほぼ一定であった。

(7)水田畦畔へのグラウンドカバープランツの導

入指針の作成（547330）

試験期間：平成16年～18年

担当科：花き科

目的

水田畦畔へのグラウンドカバープランツの導

入指針を作成する。

方法

ア．グラウンドカバープランツ導入方法の検討

現地（美唄、雨竜、秩父別、由仁）畦畔、の

り面などにおいて品目、定植時期、苗のサイズ、

栽植間隔、栽植方法の検討を行った。

イ．グラウンドカバープランツ品目の永続性調

査
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平成13年定植分：31種類

平成14年定植分：19種類、うち年次反復分8種

平成15年定植分:26種類、うち年次反復分2種

平成16年定植分：45種類、うち年次反復分4種

平成16年定植分：35種類

1品目1㎡当たり16株定植、当センター内の明

渠の北、南面、圃場（平地）に定植、1反復

結果

ア．アップルミント植栽畦畔の株間と生育（美

唄市)。定植4年目でどの株間でも天端をほぼ被

覆した。しかし畦ののり面については被覆度は

十分でなくイネ科雑草の侵入が見られた。

イ．アップルミント植栽畦畔の定植時期と生育。

秩父別町：既存畦畔のため雑草との競合があり

被覆度は低くなった。由仁町：秋定植で一部欠

株が発生した。

ウ．ミント、タイム植栽畦畔の定植2年目の生

育。由仁町：一部の区で越冬率が低くなってい

た。ポットサイズ、株間により生育差は認めら

れなかった。無肥料区の生育は施肥区に比べ差

が認められなかった。

エ．タイム植栽畦畔定植2年目の生育。雨竜町

ほとんどの区で越冬率は100%であった。ポッ

トサイズ、株間により生育差は認められなかっ

た。無肥料区の生育は施肥区に比べ差が認めら

れなかった。

オ．グラウンドカバープランツ品目の永続性調

査（場内試験）では明渠での試験の結果、被覆

率の高い品目が定植年次ごとに数品目あった。

定植地の土壌肥沃度の違いにより生育に大きな

差が見られた。

(8)北海道オリジナル花き普及定着促進事業

（544010）

試験期間：平成15年～19年

担当科：花き科

目 的

北海道固有の山野草を中心に新花きの発掘、

栽培方法を開発し、生産の安定と道産花きのブ

ランド化を図る。また道内地域農業センターと

連携して重点花きを対象に新品種の実証展示を

行い、有望な品種の迅速な普及を図る。



方法

ア．山野草の収集・調査

(ア)道内山野草の収集：業者に収集を委託。

(イ）山野草の特性調査：収集した種子を播種、

栄養体を定植。

(ウ)市場性調査：市場関係者より収集品目につ

いてアドバイスを求める。

イ．生育特性の把握、栽培法の検討

(ア）「ミナヅキ」の現地適応性調査①調査圃

場：空知管内生産者3圃場②調査方法：平成16

年5月定植、生育開花特性の調査

(イ）「ミナヅキ」根城制限栽培による小輪化

処理区：圃場に溝を掘り防根透水シートを敷い

て根域制限(株間3処理区)、コンテナを利用し内

側に防根透水シートを張り定植(栽植密度4処理

区）

(ウ）「ミナヅキ」摘心による花房小型化の検討

(エ）「ミナヅキ」遮光による花色変化

(オ）「ミナヅキ」鮮度保持試験

ウ．花き新品種現地適応性調査

(ア)調査品目・作型：デルフィニウム夏秋切り

栽培、トルコギキョウ夏秋切り栽培、ユリ凍結

貯蔵抑制7月植え秋切り栽培

(イ)設置場所：道内地域農業センター5ヶ所

結果

ア.道内2ケ所において32種の山野草の種子を収

集した。2003年採取分18種、2004年採取分43種、

2005年採取分19種を圃場で栽培中。また東京の

市場関係者より山野草品目についての市場動向

等について意見交換を行った。

イ.現地適応性調査では定植2年目で500本/aの

採花ができた。根域制限により、草丈、花房サ

イズなどが抑制される傾向が見られた。摘心に

より花房がやや小さくなったが、摘心時期が遅

くなるとブラインドが多発した。無遮光では開

花後約1月で赤色に、遮光では淡緑色となった。

前処理で界面活性剤、抗菌剤にやや日持ち延長

効果が認められた。

ウ．道内の地域農業センター5機関が参画し、デ

ルフイニウム17品種、トルコギキョウ43品種、

ユリ28品種について現地適応性試験を行い、当

センターで取りまとめた。
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3．新農業資材の実用化（229030）

(1)肥料および土壌改良材

試験期間：平成16～17年

担当科：花き科

目的

肥料および士壌改良資材の花きに対する実用

性について検討する。

方法

ア．花きに対するクエン酸カルシウムの効果

結果

試験結果は委託者に報告



V野菜試験成績の概要

1．品種改良

(1)メロン土壌病害抵抗性台木新品種の育成

（113330）

試験期間：平成17年～21年

担 当 科 ： 野菜科

目的

防除が難しい土壌病害(つる割病（レースl,2y

菌）（以下、レースl,2y)、えそ斑点病、半身い

ちよう病など）に抵抗性を有し、台木特性が優

れる品種・親系統を育成する。

方法

ア．台木親和性検定および地域適応性検定

台木親和性検定栽培方法：無加温半促成栽培、

呼び接ぎ、子づる2本1方向誘引、1株4果、

検定系統：「空知台交5号｣、標準品種：「どう

だい2号j、比較品種：「どうだい1号」

地域適応性検定：空知管内2カ所、上川管内

1カ所、留萌管内1カ所

イ．レースl,2yおよびえそ斑点病抵抗性台木の

育成

（ア）親系統の育成試験

幼苗浸根接種検定等による選抜と自殖種子の採

種

（イ）組合せ能力検定試験

育成親系統（9系統）を種子親、「Ⅷ-4」を花粉

親としたF.系統のレースl,2y(幼苗浸根接種）

およびえそ斑点病（汁液接種）抵抗性検定

ウ．半身いちょう病抵抗性台木の育成

（ア）接種条件の検討

分生胞子濃度:2.0×10'，2.0×10*、2.0X

lOVml、温度条件:15，20，25℃

（イ）抵抗性比較試験

幼苗浸根接種（分生胞子濃度：4．0×lOVml)

により35系統の抵抗性程度(発病指数:0(無)-4

（甚)）を調査

結果

ア．未発生圃場の場合、「空知台交5号」は穂木

品種によらず「どうだい2号」とほぼ同等の台

木特性を示した。

イ．本年は現地圃場においてレースl,2yの発生

が認められず、抵抗性検定ができなかった。
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ウ．組合せ能力検定の結果、「「HDHT987351」×

「Ⅷ－4」」、「「HDHT988024」×「Ⅷ－4」」、

「「l価HT988054」×「Ⅷ－4」」はレースl,2yおよび

えそ斑点病抵抗性に優れていた。

エ．半身いちょう病分生胞子接種濃度において、

107mlでは激しく発病するため、抵抗性検定に

はlOVmlが最適と考えられた。

オ．半身いちよう病接種検定の管理温度は、15

℃では黄化症状が激しく、検定個体の生育が正

常ではなかったことから20℃が最適と考えられ

た。

力．抵抗性比較試験において、接種後21目の発

病指数が1未満の系統が3系統、1～2が12系

統、2～3が19系統、3以上が1系統であった。

(2)北海道オリジナルブランド緑肉新品種の育成

（113331）

試験期間：平成17年～18年

担 当科：野菜科

目 的

高品質でえそ斑点病等の土壌病害に抵抗性を

有し、北海道で安定して栽培できる緑肉品種を

育成する。

方法

ア．親系統の育成（緑肉個体選抜）

無加温半促成栽培、子づる1本仕立、2果ど

り、F3r04A-43｣、「04A-53」各20，38株、F3

「04B-4｣、「04B-36」各21，33株、F3r04C-16｣、

「04C-49」、「04C-119」各25，5，36株、F4

「03B-13-154」、「03B-21-125」各15株、F4

「TR-231-53J13株、Fsr02A-126-24-24j、

「02A-178-3-14」、「02A-178-3-20」、

「02A-178-28-21」各10，20，10，10株、BC3F2

「DkgKPBCj-l｣、「DkgKPBC3-5」各7，3株、BC3F2

「G52KPBC3-5J10株供試。

イ．組合せ能力検定

無加温半促成、這い作り子づる1本一方向整

枝、1株2果、着果節位：8-12節、25系統供試、

標準品種:rG08」

ウ．生産力検定

無加温半促成およびハウス抑制栽培、這い作





を得た。しかし、えそ斑点病抵抗性の後代検定

の結果、抵抗性をもたなかった。

イ．組合せ能力検定

着果性は「05RXc-8」ではやや劣っていたが、

それ以外の系統は同等であった。ネット形質は

「05RXc-l」、「05RXc-2」、「05RXc-3」、「05RXc-5」

では同等で、それ以外の系統はやや優った。果

形は「05RXc-l」、「05RXc-6｣､。「05RXc-7」ではや

や扇平で、それ以外の系統は正球であった。糖

度および食味は｢05RXc-7｣、「05RXc-8｣、「05RXc-9」

では同等で、それ以外の系統はやや優った。収

量性は「05RXc-4」では同等、「05RXc-8」ではや

や劣り、それ以外の系統は劣った。以上の結果

から、総合評価は「05RXc-4」ではやや優り、

「05RXc-5」、「05RXc-8jでは同等、「05RXc-9」

ではやや劣り、それ以外の系統は劣った。

ウ．生産力予備および生産力検定

（ア）生産力予備検定：着果性は「05RX-2」で

はやや劣り、それ以外の系統はほぼ同等であっ

た。ネット形質は「05RX-4」ではやや優れ、そ

れ以外の系統はほぼ同等であった。果形は

「05RX-1」、「05RX-2｣、「05RX-5」ではやや扇平

で、「05RX-3｣、「05RX-4」では正球であった。糖

度、食味は「05RX-4」以外の系統でやや優った。

収量性は「05RX-2」で同等、それ以外の系統は

やや劣った。

（イ）生産力検定

無加温半促成：着果性は「空知交15号｣、「空

知交16号」ともに同等で、ネット形質は「空知

交15号｣、「空知交16号」ともにやや優った。

果形は「空知交15号｣、「空知交16号」ともに

正球であった｡糖度および食味は｢空知交15号｣、

「空知交16号」ともにほぼ同等であった。収量

性は「空知交15号」ではやや劣り、「空知交16

号」では同等であった。

ハウス抑制栽培：着果性は｢空知交15号｣、｢空

知交16号」ともにやや劣り、ネット形質は「空

知交15号」では同等、「空知交16号」ではやや

優った。果形は「空知交15号｣、「空知交16号」

ともに扇平であった。糖度および食味は「空知

交15号｣、「空知交16号」ともにやや劣った。

収量性では「空知交15号」は劣り、「空知交16

号」はやや劣った。
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(4)野菜系統適応性検定（124075）

試験期間：昭和40年～

担当科：野菜科、北見農試畑作園芸科

目的

独立行政法人農業技術研究機構において育成

された系統について、道内における標準栽培法

によりその適応性を検討する。

方法

ア．加工用トマト:検定系統「桔梗交39号｣、「桔

梗交40号｣、標準品種「なつのこま」、対照品種

「カゴメ932」

イ．いちご:検定系統「盛岡32号｣、標準品種「北

の輝｣、対照品種「けんたろう」

ウ．ヤーコン:検定系統「SY226｣、「SY209」、

「SY233｣、標準品種「サラダオトメ」、対照品種

「SY11」

エ.ねぎ：検定系統「安濃1号｣、「安濃2号｣、

標準品種「なくちゃん」、「太っこ」、対照品種

「吉蔵」

オ.たまねぎ：検定系統「月交22号｣、標準品種

「スーパー北もみじ｣、参考品種「Dr.ケルシー｣、

「レッドアイ」

結果

ア．加工用トマト：「桔梗交39号」；標準品種に

比べ良果収量が少なく、糖度が低いことから総

合評価、普及性ともに見込みなしと判定した。

「桔梗交40号」；標準品種に比べ、糖度がやや

低いが良果収量が多く、リコペン含量が高いこ

とから総合評価は有望、普及性は同等とした。

イ．いちご：「盛岡32号」；標準品種に比べ晩生

であるが、収量性が劣り、うどんこ病擢病程度

も高いため、総合評価は劣ると判断した。また、

北海道の主要品種「けんたろう」にも劣るので、

普及性も劣ると判断した。

ウ．ヤーコン:rsY226j;標準品種に比べ食味が

やや劣るものの、収量性に優れることから総合

評価、普及性ともに同等とした。「SY209J;標準

品種に比べ収量性に優れ、食味も問題ないこと

から総合評価､普及性ともに有望とした。「SY233」

；外皮色、肉色に特徴があり、収量性が標準品

種と同程度であるが、食味にえぐみが感じられ

ることから総合評価、普及性ともに同等と評価



した。

エ．ねぎ：「安濃1号」；草丈、葉身および葉鞘

長は標準・対照品種に比べて明らかに短く、短

葉性の形質を示したが、分げっ個体割合が高い

こと、収穫物の揃いが標準・対照品種よりも劣

ることから、総合評価、普及性ともに見込みな

しとした。「安濃2号」；明らかな短葉性の形質

を示したが、標準・対照品種と比較して分げつ

個体割合は高く、ベと病の発生程度もやや多か

った。一本生重、葉鞘重においても標準・対照

品種より優れる点が認められなかったため、普

及性は見込みなしとした。

オ．たまねぎ:倒伏期は8日早かったが、一球重

は小さく、長玉が多かったことから規格内収量

は劣った。また、赤たまねぎ「レッドアイ」と

比べて、外皮色はやや劣った。しかし、機能性

成分であるケルセチン含量は高く、高貯蔵性も

期待できるので実用性は認められ、北海道優良

品種となった。

(5)野菜地域適応性検定一メロンー（113360）

試験期間：昭和63年～

担当科：野菜科、上川農試畑作園芸科

目的

メロン育成F.系統について各地域での適応性

を検討し、新品種育成のための資料を得る。

方法

検定系統：無加温半促成・ハウス抑制緑肉

「空知交14号｣、無加温半促成・ハウス抑制赤

肉「空知交15号」「空知交16号」

試験場所：無加温半促成；栗山町、月形町、

中富良野町、北見市、ハウス抑制；原子力環境

センター、共和町

結果

ア．「空知交14号」

・無加温半促成：標準品種「G08」対比

栗山町：外観品質は同等で、糖度は劣ったが、

肉質や香りが優れた。収量性は優った。

月形町：着果は良好で、平均一果重は5玉程

度となった。肉質は軟らかく香りもあり、多汁

であった。

中富良野町：着果性、肥大性も良好であった。

ネット密度は優った。糖度はやや低いが食味は
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良好であった。

北見市：やや長玉でネット形質はやや優った。

食味はやや優り、収量性はやや優った。

・ハウス抑制：標準品種「G08」対比

原環セ：果実肥大やネットの盛上りは良好で、

うどんこ病の発生も少ないが、糖度は低かった。

共和町：果実が過剰に肥大しやすく、縦長に

なる傾向があった。ネット盛上りはやや高かっ

た。食味は劣るものの並であった。

イ．「空知交15号」

・無加温半促成：標準品種「ルピアレッド」対

比

栗山町：外観品質は優れ、内部品質は同等で、

収量性は劣った。

月形町：着果は良好で、食味はメルテイング

感があり、口当たりは良かった。降雨により裂

果がみられた。

中富良野町：着果は良好で、外観品質は優れ、

食味も良好であったが、裂果しやすかった。

北見市：正球でネット形質はやや優った。食

味は同等であった。収量性はやや劣った。

ウ．「空知交16号」

・無加温半促成：標準品種「ルピアレッド」対

比

月形町：着果は良好で、ネットの盛上りもあ

った。香りは強かった。降雨により裂果がみら

れた。

中富良野町：肥大性は非常に良く、ネットは

太く、盛上りが優れる。やや裂果しやすかった。

北見市：正球でネット形質はやや優った。食

味はやや優った。収量性は同等であった。

・ハウス抑制：標準品種「レッド113」対比

原環セ：ネットの盛上りは良好で、うどんこ

病の発生も極めて少ない優点も認められたが、

裂果の発生により低収となり、糖度も低かった。

共和町：果実が肥大しやすく、果形は扇平に

なり、形状のバラツキが大きかった。成熟期に

裂果が多発した。

(6)野菜地域適応性検定一たまねぎ－(113360)

試験期間：昭和63年～

担当科：野菜科、北見農試畑作園芸科

目的



北見農試において育成した系統について、道

央地域における標準栽培法によりその適応性を

検討し、優良品種の速やかな普及を図る･

方法

ア．早期播種

（ア)供試材料

標準品種：「北早生3号｣、対照品種：「北は

やて2号｣、参考品種：「オホーツク1号｣、検

定系統：「北見交38号」（1年目）、「北見交39

号(3年目）」

(イ)栽培概要

1区：3.0㎡92株・4反復、施肥量

:N;1.5,P205;2.4,K20;l.2kg/a、播種日:2月21日、

定植期:5月6日、栽植様式:畦幅30×株間

10.5cm、栽植密度:3175株/a

イ．秋播

（ア)供試材料

標準品種：「北早生3号」、対照品種：「北は

やて2号｣、検定系統：「北見交39号(1年目）」

(イ)栽培概要

1区：1.89㎡63株・3反復、施肥量

:N;l.5,P205;4.0,K20;l.5kg/a、播種日:8月5日、

定植期:9月24日、栽植様式:畦幅30×株間

10.5cm、栽植密度:3175株/a

結果

ア．早期播種

北見交38号：倒伏期は同等で、一球重、規格

内率はやや優ったため、規格内収量はやや優っ

た。とくにLL球率は高かった。球揃いは同等だ

が、皮色、皮むけ程度は優ったため、球品質は

優った。虫害がみられたが、乾腐病の発生はみ

られなかった。以上のことから、標準品種に比

較して、やや優ると評価した。

北見交39号：倒伏期は同等であった。規格内

率は同等であったが、一球重が優ったため、規

格内収量は優った。とくにLL球率は高かった。

球はやや柔らかく、皮色は同等で、揃い、皮む

け程度はやや優ったため、球品質はやや優った。

乾腐病の発生は同程度あった。以上のことから、

標準品種に比較して、優ると評価した。本系統

は極早生性と多収性が認められ、北海道優良品

種に認定された。

イ．秋播
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北見交39号：倒伏期はほぼ同等であった。一

球重は大きかったが、冬損による欠株がやや多

かったため、規格内率は劣った。

(7)野菜地域適応性検定一いちご－（113360）

試験期間：昭和63年～

担当科：野菜科、道南農試園芸環境科

目 的

道南農試の育成系統について、道央地域にお

ける適応性を検討する。

方法

ア．供試材料

検定系統：「道南28号｣、「道南29号｣、「道南30

号｣、標準品種：「エッチエスー138｣、参考品種「カ

レイニャ」

イ．栽培概要

1区:3.6㎡18株・2反復、施肥量:N;2.1,

P205;l.l,K20;2.3kg/a、定植期:5月13日、栽植

様式:ベッド幅;75cm､株間;26.3cm､栽植密度:507

株/a

結果

「道南28号」：うどんこ病擢病程度は高いが、

収量性が優り、食味はやや優れ、外観はほぼ同

等であったので総合評価はやや有望とした。

「道南29号」：収量性は優れるが、うどんこ病

擢病程度が高く、また、花房長が長く、作業性

は劣ることから総合評価は再検討とした。

ウ．「道南30号」は、収量性がやや優れるが収

穫始めが遅く、糖度がやや低いことから総合評

価は再検討とした。

(8)トマト細菌病の診断法開発および発生に対応

した防除対策の確立

一青枯病抵抗性台木の品種特性-(115250)

試験期間：平成14年～17年

担当科：野菜科、病虫科、園芸環境科

目的

トマトの青枯病抵抗性台木品種の栽培特性を

比較し、抵抗性台木品種選択の基礎資料とする。

方法

ア．供試品種

穂木「ハウス桃太郎｣、台木「Bバリア｣、「新

メイト」、「スーパー良縁｣、「がんばる根｣、「助



人｣、「ベスパ｣、「マグネット」、「PFNT1号｣、「PFNT2

号」

イ．耕種概要

は種：台木；4月19日、穂木；4月20日、接

ぎ木：5月12日、定植:6月17日、栽植密度：

畦幅100cm、株間40cm、主茎1本仕立て、7段

摘心（8/5摘心）、施肥量：基肥N:1.0、P205

:2.0，K2O:2.0(kg/a)、収種:8月9日～10月21

日までの期間、週2回収種。

結果

ア．定植後30日程度の生育および開花始日は品

種間に大きな差は見られなかった。栽培終了時

の生育では、茎長は品種間に差はなく、茎径は

「がんばる根」、「新メイト」、自根の7段目の

茎径がやや細く、「ベスパ｣、「スーパー良縁｣、

「助っ人｣、「マグネット」、「PFNT2号」は茎径

の低下が少ない傾向にあったが、有意差はなか

った。

イ．総収量、良果収量は品種間に有意差はみら

れなかったが、「PFNT1号」は最も良果収量が多

く、良果割合が高かった。品質割合および時期

別良果収量は、すべての台木品種が自根とほぼ

同じ傾向を示した。

ウ．糖度、酸度については品種間に差は見られ

なかった。

エ．以上の結果、今回供試した台木品種は、生

育、収量、品質において自根と遜色なく実用的

な台木であると考えられた。

(9)ほうれんそう、スイートコーンの品種特性

(223330)

試験期間：平成17～18年

担当科：野菜科、上川農試畑作園芸科

目的

スイートコーンの民間育成品種について、多

様化する作型や品種動向などに即応した品種特

性調査を行い、各産地における品種選択の際の

資料を提供する。

方法

ア．供試材料29品種・系統

イ．試験規模作期I;7㎡・24株，作期I;14

㎡・48株、2反復

ウ．栽培概要施肥量:N;l.7,P205;2.2,
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K20;1.7kg/a(作期Ⅱは追肥NO.4kg/a)、播種期

：5月9日（作期I),5月30日（作期Ⅱ）、栽

植様式:ベッド幅;100,条間;50,株間;30,通路幅

;90cm、栽植密度:351株/a

結果

ア．作期I

発芽の良否：「味なコーン」でやや劣ったが、

欠株はみられなかった。早晩性：「キラキラコ

ーン｣、「W-777」は標準品種より絹糸抽出期で1

週間程度早かった。「ハニーバンタム20」は標

準品種より2週間程度早かった。収量性：「どで

かコーン優作｣、「TE-676」で一穂重が重く、標

準品種より多収であった。雌穂特性：「試交

MK-Z507」で雌穂の揃いが優れていた。食味：甘

さは「TE-676」で標準品種より優れていた。

イ．作期Ⅱ（イエロー系）

発芽の良否:rTE-676」で発芽率が低く欠株を

生じた。耐倒伏性：「どでかコーン優作」は非

常に強かった。他の品種は倒伏したが収穫期に

は回復していた。早晩性：絹糸抽出期は、ほと

んどの品種で標準品種との差が3日以内だった。

収量性：「どでかコーン優作jで一穂重が大き

く、収量性は高かった。雌穂特性：先端不稔程

度は「SKO-103」でやや大きく、粒列のそろいは

「イエローセブン」でやや優れていた。総合的

に雌穂は「試交凧-Z507｣、「キャンベラ86」で

やや優れていた。食味：「サニーショコラ」で

標準品種よりやや優れていた。

ウ．作期Ⅱ（バイカラー系）

発芽の良否：「ハワイコーン80」で発芽率が

低く、欠株を生じた。耐倒伏性：倒伏株数は「甘

々娘｣、「テイガ」で非常に多かった。早晩性：

「プライムスイート」は標準品種より絹糸抽出

期で1週間程度早かった。収量性：「甘々娘」で

低く、「ピーターコーン｣、「テイガ」で高かっ

た。

､雌穂特性：「プライムスイート」で曲がり穂

が多かった。また、「0485｣、「W-778」で中～先

端部の粒列の乱れが目立った。食味：「プライ

ムスイート」、「SW-146B｣、「ハーモニーシヨコラ」

でやや甘かった。

(10)ホクレン選定スイートコーン新品種の特性











降 は 慣 行 、追肥：セル苗区は液肥

(N:P205:K20=15:8:17)で、第1果房肥大期から草

勢に応じて計4回､N量にして5.5kg/10aを施用。

ポット苗区は基肥量N8kg/10a、土壌水分は慣行

（湿潤区）とし、追肥は第1果房肥大期から窒

素栄養診断基準により、計3回、N量にして

3.5kg/10a施用

イ．セル成型苗直接定植における品種特性

供試品種：大玉トマト「桃太郎8｣、「桃太郎｣、

中玉トマト「カンパリ」、ミニトマト「キャロ

ル10｣、土壌水分：定植時士壌水分条件は乾燥、

基肥量:N8kg/10a・比較としたポット苗区の土

壌水分は慣行（湿潤区)、基肥量はN8kg/10a、

耕種概要は、1）と同様、収穫法：「カンパリ」

は1房8果以上着色した時点で房どり収穫した。

大玉およびミニトマトは慣行収穫法

ウ.耕種概要

播種：4月22日、定植：5月19日（ポット苗

区は6月17日）、栽植株数:2,500株/10a(株

間40cm)、収穫期間:7月29日～10月21日

エ.現地試験（平取町）

供試品種：「桃太郎8｣、育苗：セル成型苗（慣

行はポット苗）、定植時土壌水分：乾燥（慣行

は湿潤）、基肥量:N4kg、8kg/kgl0a(慣行は

8kg/10a)、栽植本数:3,060本/10a、栽培管理：

農家慣行

結果

ア．6月16日調査の茎長は、乾燥区、湿潤区と

もに基肥量が多くなると高くなった。乾燥区と

湿潤区では湿潤区の茎長、茎径が大・きかつた。

心止まり株率は、乾燥区のNOkg区が25.0%と

低かったが、ポット苗の6．3％に比べると高か

った。総収量は乾燥区、湿潤区ともに基肥量が

多いほど多収で、すべての処理区がポット苗区

を上回ったが、良果収量で上回ったのは、乾燥

区のN4kg区とN8kg区のみであった。乾燥区は

湿潤区に比べ、尻腐れ果の発生が少なかった。

ウ．品種比較試験では供試品種全てがポット苗

区より初期生育が強かった。心止まり株は「カ

ンパリ」、「キャロル10」では発生がみられず、

「桃太郎」も「桃太郎8」に比べると低い発生

率で品種間差が顕著であった。良果収量は、ポ

ット苗区と同等以上で、とくに「桃太郎」と「キ

－34－

ヤロル10」では増収した。Brixは同程度で、不

良果の発生率では大きな差はなかった。

エ．現地試験も場内試験と同様にポット苗区に

比べ初期生育が強かったが、心止まり株の発生

はやや多い程度で、ポット苗区と同程度の収量

性であった。

(6)中玉トマトの周年栽培技術の開発（400370）

試験期間：平成17年～18年

担当科：野菜科

目 的

有機培地耕を利用した養液栽培で、北海道に

おける中玉トマトの周年栽培を検討する。

方法

ア．供試品種：中玉「カンパリ」、「テンプテ

ーシヨン｣、「ラブリー40｣、「DRC1160｣、「試交

784｣、「レジーナ」、大玉「ハウス桃太郎」（参

考品種)、ミニ「キャロル10」（参考品種）

イ．耕種概要：栽培システム有機培地（ヤシ

殻）栽培システム、は種：3月3日（作期I)、7

月6日（作期Ⅱ）、定植:4月20日（作期I)、8

月12日（作期Ⅱ）、収種期間：6月20日～8月4

日（作期I)、9月30日～12月1日（作期Ⅱ）、

栽植株数：208株/a(ベット幅120cm、株間40cm)、

養液管理:EC1.0～1.2mS/m

結果

ア．作期I

栽培終了時の7段果房までの茎長は、すべて

の供試品種で高い傾向にあったが、茎径の太さ

は良好で、栽培期間を通して生育は安定してい

た。「試交784」以外の中玉品種の良果率は60

％を超え、特に「カンパリ」の良果率は70％以

上で良果房率も供試品種の中で一番高かった。

イ．作期Ⅱ

作期1以上に茎長が高く、茎径は細く、生育

は軟弱徒長傾向であった。総収量および良果収

量は、作期Iに比べ収穫段数が少なかったのに

加え、果実肥大が不良であったために低収とな

った。中玉品種の中では、「テンプテーシヨン」

が栽培終了時の5段果房までの茎長が一番高か

ったが、良果収量および良果率が高く収量性が

優れていた。



3．新農業資材の実用化

(1)除草剤および生育調節剤(229020)

試験期間：昭和40年～

担当科：野菜 科

目的

野菜に対する除草剤、生育調節剤の実用性を

検討する。

方法

ア．除草剤

アスパラガス:ANK-553乳剤、M0N-96A液剤、

ZK-122液剤

結果

ア．除草剤

いずれの剤も薬害症状は観察されなかった。

ANK-553乳剤は十分な効果が認められた｡M0N-96A

液剤とZK-122液剤はスギナを完全枯殺しなかっ

た。使用量、回数、使用時期、使用方法の再検

討が必要であった。

(2)北海道マイナー作物等適応農薬登録推進事業

（549010）

研究期間：平成17年

担 当 科 ： 野 菜科

目 的

農薬取締法の改正に伴い，緊急に対応が必要

なマイナー作物について，登録用件を満たすデ

ータの収集に努める。

方法

ア．除草剤

かぶ：トレファノサイド乳剤

結果

ア．除草剤

かぶに対する薬害は観察されなかった。一年

生雑草に対する除草効果はみられた。
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(イ）作期：春まき、晩春まき、初夏まき

(ウ)分析項目：機能性成分（ビタミンC)、ス

ルフオラファン、花蕃品質（外観品質、花蕃腐

敗病程度）

ウ．ビタミンC表示に向けた鮮度保持試験

(ア)品種：ピクセル、緑嶺（春まき、晩春まき、

初夏まき）

（イ）氷冷（対照）、微細孔フィルム（ガス透

過性小:COz3.15L/bag-24hr，中:C02

5.46L/bag-24hr、大:COz9．03L/bag-24hr)、PE、

紙袋、温度（5，15℃)、2反復

(ウ)調査項目：ビタミンC、花篭色、におい

結 果

ア．追肥量の増加に応じてビタミンCが低下す

る葉柄硝酸濃度の値は、「ピクセル」春まきで

5507、晩春まきで5004,「緑嶺」春まきで5997ppm

であり、晩春まきでは処理間差が認められなか

った。H16年と比較してビタミンC濃度への施肥

反応がにぶかったものの、ビタミンc濃度低減

抑制のための葉柄硝酸濃度は6000ppm程度と考え

られた。疎植、マルチによって増収、あるいは

生育日数を短縮する効果が認められたが、ビタ

ミンC濃度に与える影響は判然としなかった。

イ．3作期共通してビタミンC濃度が高い品種は

「フォレスト」、「ハイツ」、「えがお」であり、

この傾向は昨年度と同様であった。規格外品の

内訳はほとんどがリーフイーあるいは虫害であ

り、花奮腐敗病の発生はごく少なかった。スル

フォラファン濃度の高い品種は「サリナスアー

リー｣、「グリーンパラソル」であった。

ウ．鮮度保持試験の結果、5℃貯蔵では包装条件

の処理間差は小さかったが、いずれの包装処理

においてもビタミンC濃度が氷冷よりも高い値

であった｡これは氷冷によって水分を吸収したこ

とによる影響と考えられた｡一方、15℃区では、

両品種において、ガス透過性の低いフイルムで

ビタミンcの低下が低く抑えられた｡ただし、透

過性の小さいフイルムでは保存7日後に嫌気臭の

発生が認められたことから、透過性中程度のフ

ィルムが適するものと考えられた｡また15℃貯蔵

では切り口の褐変が多く認められた。

(4)道産野菜における硝酸塩の実態と低減指針の
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策定(551130)

試験期間：平成16年～17年

担当科：園芸環境科、中央農試土壌生態科

目的

道産野菜の品質向上に資するため、ほうれん

そう、こまつな、みずなの硝酸塩含量の実態と

変動要因について検討する。

方法

供試材料：ほうれんそう、こまつな、みずな

栽培履歴：農協出荷時の生産履歴または普及セ

ンターによる聞き取り

分析項目：硝酸塩含量、アスコルビン酸、乾物

率、跡地土壌の硝酸態窒素含量（土壌NO3-N）・

熱水抽出性窒素含量

結果

ア．ほうれんそうの硝酸塩含量の全平均は

290mg/100gであり、生育期が高温である8月>9

月＞7月＞6月収種の順に高く、また産地間差も

認められた。硝酸塩含量の低いほうれんそうほ

ど、乾物率およびアスコルビン酸が高くなる傾

向が見られた。

イ．こまつなの硝酸塩含量の全平均は586mg/100g

で収穫時期による変動幅は小さく、みずなは

719mg/100gで9月収穫以降に高い傾向を示した。

こまつな・みずなの乾物率は収穫時の株重に関

係なく約4～6％に集中し、硝酸塩含量との関係

は明らかではなかった。

4）こまつな．みずなの収穫跡地の土壌N03-Nが

5mg/100g以下の場合、一部に硝酸塩含量の低い

試料も見られたが、必ずしも全てが低くはなか

った。また、同含量が5mg/100g以上では、大部

分のこまつな．みずなの硝酸塩含量が

500mg/100g以上であった。ほうれんそうの硝酸

塩含量と跡地の土壌N03-Nとの関係は判然としな

かった。

5）周年被覆ハウス栽培のみずなは、冬季被覆資

材を除去したハウスに比べて、調査対象とした2

～3作期目以降の収種においても、硝酸塩含量お

よび跡地の土壌N03-Nが高い傾向を示した。

(5)地域特産野菜のクリーン農業技術開発

4）カリフラワー （552250）

試験期間：平成16～17年





では6℃貯蔵でショ糖及び還元糖が増加したが､8

℃と10℃で貯蔵した場合には、いずれも大きく

変化しなかった。「スノーデン」では6℃貯蔵に

おいて還元糖が顕著に増加したが、ショ糖およ

び8℃・10℃の還元糖含量では変化が小さかった

エ．フイルム包装処理では、「トヨシロ」で12月20

日、「きたひめ」は12月5日に萌芽始めとなった。

「トヨシロ」では萌芽とともにp-プラス（透過

量小）区においてCOz濃度が高まり、02濃度が著

しく低下したが、「きたひめ」ではCOz、Oz濃度と

も変化は小さかった。

2．新農業資材の実用化

(1)肥料および土壊改良材(229030)

目的

肥料および士壌改良材の野菜に対する実用性

について検討する。

方法・結果

省略、成績結果は委託機関に報告

ア．野菜用セル成型育苗培士「HB-031」

の効果（平成15～16年）

イ．レタスに対する石灰資材「ミラクロシェルj

の施用効果（平成16～18年）

担当科：園芸環境科．

3．農政部事業

(1)道営土地改良事業計画地区土壊鯛査(547110）

試験期間：平成16年

担当科：園芸環境科、各農試と分担

目的

土地改良計画地域の土壌を実施し、必要な改

良指針を策定する。

方法

ア．計画地区土壌調、士壌理化学性分析

イ．調査地区3地区（雨竜町、新十津川町、

深川市）

ウ．処 理 土 壌調査4月下旬

結 果

各地区の土壌タイプごとに必要な改良指針を

作

成し、農政部に報告した。
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(4)アミノ酸から見た道産野菜機能性解明調査

（543130）

試験期間：平成17年～19年

担当科：園芸環境科

目的

道産野菜（アスパラガス、メロン）の内部品

質の実態を調査し、作型・品種・収穫時期が内

部品質に及ぼす影響を明らかにする。

方法

ア．アミノ酸から見た道産アスパラガスの品質

特性

(ア)品種：「ガインリム｣、「ウェルカム」

(イ)試料採取時期：4～9月（ハウス春芽、露地

春芽、ハウス夏芽）

(ウ)調査項目:Brix，糖（果糖、ブドウ糖、シ

ョ糖)、無機(N、P、K、Ca、Mg)、乾物率、クロ

ロフィル、アミノ酸、ルチン、ビタミンc

イ．雪中貯蔵キャベツの食味向上の解明

(ア)品種：「冬駒」、「湖月」、「大学寒玉｣、「冬

王2号」

(イ)試料採取時期:10月～3月

(ウ)調査項目:Brix、糖（果糖、ブドウ糖、シ

ョ糖)、無機(N、P、K、Ca、Mg)、乾物率、アミ

ノ酸、イソチオシアネート、ビタミンc

ウ．道産野菜類に含まれるアミノ酸の実態調査

(ア)品目：メロン

(イ）品種：「いちひめ」、「ルピアレッド」、「レ

ッド113｣、「サッポロキングER｣、「めろりん｣、

「G08」

(ウ)試料採取時期：7～8月

(エ)調査項目:Brix，糖（果糖、ブドウ糖、シ

ョ糖)、アミノ酸

結果

ア．グリーンアスパラガスのBrixは、ハウス春

芽および露地春芽においては収穫時期が遅くな

るほど低下する傾向であった。作期間では、ハ

ウス春芽と露地春芽ではほぼ同等で、ハウス夏

芽でやや低い傾向であった。品種間では明確な

差は認められなかった。

グリーンアスパラガスのアスコルビン酸および

クロロフィル含量については、収穫時期による

一定の傾向は認められなかったが、ノ､ウス夏芽

でやや低くなる傾向であった。品種間では明確



な差は認められなかった。

グリーンアスパラガスのルチン含量は、露地春

芽でもっとも高く、ハウス春芽がそれに次いだ。

ハウス夏芽では、大幅に低くなった。品種間で

は明確な差は認められなかった。

イ．雪中貯蔵キャベツのBrixについては、品種

間差が認められ、「冬駒」及び「大学寒玉」が

「湖月」及び「冬王2号」に比べやや高い傾向で

あった。時期別では、12月の調査時にやや高い

傾向が認められた。その他の分析項目について

は、現在分析中。

ウ．メロンのγ－アミノ酪酸含量については、果

実間でばらつきがやや大きかったものの、品種

間差とともに、追熟前後で差が認められた。そ

の他の分析項目については、現在分析中。
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